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尼崎市のまちづくりのPDCAサイクルは、①「施策評価を中心とする単年度PDCAサイクル」（単年度PDCA）と、
まちづくり基本計画期間を１サイクルとする②「計画期間を通じてのPDCAサイクル」（計画期間PDCA）に分類され、
総合計画審議会は、「計画期間PDCA」を担当する。

◆尼崎市のPDCAサイクル
- 2019.4月総会での議論を踏まえて -
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総計審の視点

・市のPDCAサイク

ルが機能している
かの俯瞰的な視点

・2年の委員任期を

進捗管理期間とし
た積み重ね

・結果を計画策定
に反映

※2019.4月総会で確認

計画期間
PDCA
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第５次総計（後期） 第６次総計 （前期）

2018年
8月

2020年
9月

2022年
8月

2019
年度②

2020
年度③

2021
年度④

2022
年度⑤

2023
年度➊

2024
年度➋

2025
年度➌

2026
年度➍

2027
年度➎

2028
年度①

第５次総計 点検 第６次総計 策定 前期計画点検 後期策定

時代認識やまちづくり構
想、市民・事業者に期待
する役割の取組状況等
を点検

前任期における点検
結果を踏まえ、次期計
画を策定

任期末の
アウトプット

D C D CA P A P

点検結果
報告書

計画に
反映

計画に
反映

毎年度のプロセス

毎年度、施策間連携ガイドブック等を活用し、各主体が役割を果たしながら実施する単年度PDCAにおいて生じる成果と課題

（施策の束ね方、施策の展開方向のあり方、施策評価の改善、施策間連携の取組など）を総合計画審議会に報告し、個別課
題ではなくサイクルの進め方自体について意見を聴取する。

→ 次期計画策定に向けた論点として議事録へ蓄積。必要に応じて次年度の単年度PDCAに反映する。

2017決算
・2019予算

2020決算
・2022予算

施策評価 → 予算編成方針 → 予算編成・主要事業 → 事務事業の実施
単年度
PDCA

年度

任期

※ 年度の〇数字は、基本計画の年次（〇年目）

※ 令和5年度以降はイメージ。次期計画の年数などにより変更の可能性あり

2018
年度①

（後期）

2020年
8月

2022年
9月

2024年
8月

2024年
9月

2026年
8月

2026年
9月

2028年
8月

2018決算
・2020予算

2019決算
・2021予算

2021決算
・2023予算

2022決算
・2024予算

2023決算
・2025予算

2024決算
・2026予算

2025決算
・2027予算

2026決算
・2028予算

2027決算
・2029予算
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- 2019.7月専門部会での議論を踏まえて -

⑵ 市民意見の変化

⑴ 現構想策定時との時代認識の比較

①ワークショップの実施

②まちづくりに関する意識調査の実施

③ファミリー世帯の意識調査の実施

⑶ 職員の意識

⑷ 市民・事業者に期待する役割

・職員向けアンケート（庁内キャラバン）

② 社会経済情勢の変動 ③ 地方分権と住民主体のまちづくり ④ 環境問題の顕在化

⑤ 情報社会の進展 ⑥ 市民生活を支える財政 ⑦ 次代に引き継ぐ資産の活用
① 人口減少、少子・高齢社会の進行

①ネットアンケートの実施

現総合計画策定時において、今後のまちづくりに特に影響があると思われる本市を取り巻く背景（上記①～⑦）について、現状把握を
行い、また、次期計画策定に必要と考えられる将来予測の視点を整理した。

※ 将来予測の視点としては、人口減少が進むなか、高齢者人口がピークとなり、様々な社会問題が見込まれる2040年頃を想定
※ 新型コロナウイルス感染症が社会に与える影響は不透明であり、現段階において想定されるものを限定的に記載している。

１． “未来”から“今”を考えるワークショップ （5地区※で開催、延べ108名参加） ２． みんなのサマーセミナーでの講座（22名参加）
３．高校生とのワークショップ（37名参加） ４．関係団体とのワークショップ（13名参加）

市政への関心度など総合計画の指標に関する事柄や、総合計画に定める16施策に対する重要度・満足度などについて市民3,000人を
対象にアンケート調査を実施 (回答数：960人 回答率：32.0%)

実際に近隣他都市間で転出、転入されたファミリー世帯とその予備群計6,000世帯を対象に、アンケート調査を実施（回答数：2,133世帯
回答率：35.6%） （近隣他都市：神戸市、西宮市、伊丹市、宝塚市、大阪市、豊中市）

市職員100名を対象に総合計画の認知や使いやすさなどのアンケート調査を実施

②事業者向けアンケート

まちづくり基本計画に示す「市民・事業者に期待する役割の取組状況」の確認を目的にネットアンケートを実施（回答数：市民831人）。
また、事業者の役割について、市内の事業者を対象にアンケートを実施（商工会議所、企業人権・同和教育合同研究会 計41名）
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⑸ まちづくりのPDCAサイクル
①施策評価 ②施策間連携を促進するための取組
「施策間連携ガイドブック」等を活用し、毎年度の施策評価から主要事業の流れや施策間連携の取組について報告。

・本市の目指す将来像４つの「ありたいまち」と３つの「まちづくりの進め方」
・ありたいまちに向けた分野ごとの取組の方向性が「施策」。 各施策の推進により、「ありたいまち」を実現

・市の目指す方向性の共有
・市のまちづくりにおける各施策の
役割、機能、位置づけ等の把握

・各施策において今後さらに連携が必要と
なる施策の把握及び連携強化手法の検討

後期計画では積極的に推進

①総合計画及び総合戦略の策定、推進

②人口動態分析と定住・転入促進に向
けた施策や課題の検討
③尼崎版SDGsの推進

市と審議会、審議会間の
総合的かつ横断的な

情報共有・意見交換の場

【フェーズ①】
・施策評価における連携確認項目
・施策間連携ガイドブックの作成

・計画間連携WGの設置
【フェーズ②】

・各審議会へのガイドブック配付
による情報共有

【フェーズ③】

参画 参画

・施策の推進
・施策評価、施策間連携

の取組 など

・分野別計画の策定に
向けた審議

・分野別計画の進捗管理
など

総
合
計
画

審
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会

ありたいまち
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野
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画
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会
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策
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画
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議
会
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策
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